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研究の概要：

２００７年９月１４日にＪＡＸＡが打上げた月周回衛星「かぐや」（ＳＥＬＥＮＥ）から得られる

データをＪＡＸＡ相模原キャンパスで１次処理したものを会津大学に伝送し、会津大学で二

次処理するとともに、これらのデータを、それぞれに設置するＷＥＢベースのＧＩＳシステム

上に保存するとともに、ユーザからの要求に応じて、双方のＧＩＳシステムにアクセスし、重

ね合わせたＧＩＳデータをユーザに対してインターネット経由で提供するシステムの構築の

ための実証試験を行う。

１）SELENEから取得された大容量データのＪＡＸＡから会津大学への高速伝送実証

２）ＯｐｅｎＧＩＳ等で定められたＷＥＢベースのＧＩＳシステムを用いた分散型ＧＩＳシステム

の構築（Web Map Server, Web Map Clientの構築）

３）ＷＭＳ／ＷＭＣを用いたＧＩＳデータの複数機関への同時アクセス

研究の目的：

高速ネットワークを用いたＪＡＸＡ相模原キャンパス（ＩＳＡＳ）と会津大学の間でＪＡＸＡの

月周回衛星「かぐや」（ＳＥＬＥＮＥ）のデータ利用に関する大容量データ伝送および分散型

ＧＩＳ（地理情報システム）のための実証実験・評価を行う。

この分散型WMSは「かぐや」のプロジェクト研究者だけでなく、会津大学の科研費分担研

究者からも参照され、後者は解析基盤システムの一部としても機能する。
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＜WMS サーバ (JAXA 提供)＞
・サーバ機種 HP Proliant DL 380 G5 5180
メモリ 8GB/ディスク 72GB(RAID1)

＜Web サーバ、DB サーバ (会津大科研費で構築)
＞
・サーバ機種 富士通 PRIMERGY RX200 S3

(CPU: Intel Xeon 5110 (1.60GHz)、メモリ
8GB、ディスク容量 73GB(RAID 1))

(OS: Red Hat Enterprise Linux 4)
・ストレージ機種 富士通 ETERNUS 20000

model 100
総ディスク容量 12GB
サ ー バ お よ び ス ト レ ー ジ は 、 4Gbps

FibreChannel で接続
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研究機関： 会津大学、宇宙航空研究開発機構

研究開発成果：

（１）SELENEから取得された大容量データのＪＡＸＡから会津大学への高速伝送実証のた

めのネットワーク性能確認を実施した。

（２）ＯｐｅｎＧＩＳ等で定められたＷＥＢベースのＧＩＳシステムを用いた分散型ＧＩＳシステムで

あるＷｅｂ Ｍａｐサーバー（ＷＭＳ）を会津、ＪＡＸAともに環境設定を実施した。あわせて、試

験データの登録を実施した。

（３）それぞれのＷＭＳに対してＪＧＮ2 を経由したアクセスを実施し、性能確認を行った。

プロジェクトのアピールポイント

（１）衛星からの大容量データ伝送のために必要となるネットワークの能力などの検証を実

施できた。

（２）ＪＧＮ2 を使い、高速ネットワーク上でのＷＥＢベースの分散型ＧＩＳシステムの構築の

基礎となるＷＭＳサーバーの立ち上げおよびそれぞれのアクセス性能確認を実施できた。

プロジェクトの自己評価

（1） 分散型ＧＩＳの基礎となるネットワークに対する能力の検証、およびＷＭＳサーバーの

立ち上げおよびアクセス検証まで実施でき、最低限必要となる機能の確認までは実施

できた。

（2） しかしながら、ネットワーク開通が予定よりも遅れたこと、ならびに「かぐや」の打ち上げ

が９月になったことから、ＷＥＢマップクライアント（ＷＭＣ）を用いた、本来の分散型ＧＩ

Ｓに必要となる高速ネットワーク上からのＷＭＣ経由ＯＧＣ／ＷＭＴプロトコルによる会

津、ＪＡＸAのＷＭＳへの同時アクセスまでの実験システムの構築および検証がまだ実

施できていない。あわせて、「かぐや」の打ち上げ延期に伴い、実データによる大容量

データ伝送実験についても、これからという状況である。


